
平成２８年度　協働事業　審査結果

1 栗ヶ沢中学校地域防災委員会 適 500,000

【付帯意見】
震災時の具体的な状況として、東日本大震災の
教訓などを活かすことが望ましい。
担当課は、市として、この事業の成果を受け止
め、他の自主防災組織との連携を推進し、他の
地域への普及に努めてほしい。

2
特定非営利活動法人　まつど
NPO協議会

適 224,100

【付帯意見】
事業企画書、プレゼンテーションでは専門用語
が多用され、非常に分かり難いので、団体は、
協働の啓発という趣旨に鑑み、事業を行うに当
たっては、担当課と協議を重ね、市職員、市
民、市民活動団体に内容が伝わるような平易な
表現を求める。

3
特定非営利活動法人
空き家安全管理ネットワーク

適 320,000

【付帯意見】
団体は、セミナーの内容及び配布資料につい
て、空き家利活用の事例紹介を加える等、事業
担当課と協議を重ね、精査することが必要であ
る。
担当課は、空き家に対する課題認識と今後の事
業の展望を、団体と共有してほしい。

空き家利活用等相談事業

講演会を軸とした協働啓
発事業

付帯意見又は理由

地域連携自主防災事業
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